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エコアクション２１ 

 

環境経営レポート 
 

(2022年 5月 1日～2023年 4月 30日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年 6月 15日 

皆川商事株式会社 
 

 

 ０． 環境経営方針 

１． 組織の概要等 

２． 環境経営目標とその実績・評価 

３． 主要な環境経営計画の内容と取組結果の評価、 

次年度の取組内容 

４． 環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

５． 代表者による全体評価と見直しの結果 



 

 ２ 

環境経営方針 

 

 

 

 資源循環型社会形成のさきがけである古紙リサイクルの一端を担ってきた皆川商

事株式会社は、さらに自らの事業活動についても改善を行い、環境負荷の低減と汚染

の防止に努める。 

 

 

 エコアクション 21 に基づく環境経営システムに取り組み、環境関連法令・条例を

遵守しながら、継続的な改善を図る。 

 

環境経営システムへの取り組みとして、重点目標を設定する。 

① 二酸化炭素排出量の削減 

・ 機械設備、事務機器の電力消費量 

・ 車両の燃料消費量 

② 水使用量の削減 

③ 廃棄物の削減 

④ 廃プラ再資源化の推進 

   

以上の環境方針を全従業員に周知して行う。 

 

 

 

 

 

2022年 6月 30日 

皆川商事株式会社 

代表取締役 皆川三彦 



 

 ３ 

１． 組織の概要等 

１） 組織の概要 

(１)事業所名及び代表者名 

皆川商事株式会社 

代表取締役 皆川三彦 

 

(２)所在地 

 ■本社・板橋事業所 東京都板橋区舟渡 1-9-11 

 ■群馬事業所  群馬県伊勢崎市赤堀今井町 1-194-1 

  

(３)環境管理責任者氏名・担当者連絡先 

・環境管理責任者   皆川三彦 

 

 ・本社・板橋事業所担当者 菅井壽幸 

  連絡先 電話 03-3968-2427 FAX03-3960-7603 

   E-mail sugai@minagawashoji.co.jp 

 

 ・群馬事業所担当者  八木和孝 

  連絡先 電話 0270-62-1305 FAX0270-63-0747 

   E-mail yagi@minagawashoji.co.jp 

 

(４)法人設立年月日 

 1,977年 6月 10日 

 

(５)資本金 

 4000万円 

 

(６)売上高 

 4億 3,200万円（2022年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ４ 

(７)組織図 

 

 

 

 

 

 

本社  ・管理、営業 

 板橋事業所 ・古紙回収、運搬、圧縮梱包、出荷 

 群馬事業所 ・古紙回収、運搬、圧縮梱包、出荷 

 

 

 

 

 

 

(８)事業活動の概要 

 古紙収集回収・選別・加工・販売業務 

 

(９)事業活動のフロー 

 ―製紙原料古紙の回収から製品化― 

 

本社 

板橋事業所 群馬事業所 

 



 

 ５ 

２）許可・登録の内容 

①東京都廃棄物再生事業者登録 

登録番号：第 122号 

  ②群馬県廃棄物再生事業者登録 

     登録番号：第 18号 

  ③群馬県産業廃棄物収集運搬業 

     許可番号：1000069877 

許可の有効期限：令和 7年 5月 23日 

※産業廃棄物収集運搬業の許可を受けているが、産業廃棄物処理を行って 

いないので、上記以外の優良性評価制度における情報公開項目に関する 

情報はありません。 

 

３）事業の規模・施設等の状況 

(１)本社・板橋事業所 

①従業員数：13名 

②事業所敷地面積：1000㎡、延べ床面積：1000㎡ 

③車輌 ・2tパッカー車 1台 

・4t貨物車  3台 

・8t貨物車  1台 

・1tフォークリフト 2台 

・2tフォークリフト 1台 

・3tフォークリフト 1台 

④主要設備：ベーラー 2台 

   断裁機 1台 

(２)群馬事業所 

①従業員数：6名 

②事業所敷地面積：6280㎡、延べ床面積：3000㎡ 

③車両  ・4tパッカー車    3 台 

     ・7tパッカー車    1 台 

・15t貨物車      1台 

・4t貨物車      2台 

・2t貨物車       1台 

       ・2.5tフォークリフト .1台 

       ・1.5tフォークリフト .1台 

・3.5tクランプリフト .2台 

・バケットフォーク     1台 

④主要設備：ベーラー1台 



 

 ６ 

４）処理実績（2022年度） 

(１)本社・板橋事業所 

 処理量：古紙 7,146t 

(２)群馬事業所 

 処理量：古紙 15,124t 

 

２．環境目標とその実績・評価 

・中長期目標(３年) 

①本社・板橋事業所 

環境目標 
基準年度 

（2021 年度） 

年度目標 

2022 年 5 月 

～2023 年 4 月 

2023 年 5 月 

～2024 年 4 月 

2024 年 5 月 

～2025 年 4 月 

１CO2 排出量削減 

①電力消費量削減 

81,274 kWh 

（36004.38 

kg-ＣＯ2） 

対基準年 0.1%削減 

81,193 kWh 

（35968.50） 

対基準 0.2%削減 

81,111 kWh 

（35932.17） 

対基準年 0.3%削減 

81,030 kWh 

（35896.29） 

②ガソリン消費量

削減 

3,508 L 

（8138.56  

kg-ＣＯ2） 

対基準年 0.1%削減 

3,504 L 

（8129.28） 

対基準 0.2%削減 

3,501 L 

（7122.32） 

対基準年 0.3%削減 

3,497 L 

（8113.04） 

③軽油量削減 

21,465 L 

（55379.70 

kg-ＣＯ2） 

対基準年 0.1%削減 

21,444L 

（55325.52） 

対基準 0.2%削減 

21,422L 

（55268.76） 

対基準年 0.3%削減 

21,401 L 

（55214.58） 

④LPG 使用量削減 

2,094 k g 

(6282.00 

kg-ＣＯ2) 

対基準年 0.1%削減 

2,092 kg 

（6276.00） 

対基準 0.2%削減 

2,090 kg 

（6270.00） 

対基準年 0.3%削減 

2,088 kg 

（6264.00） 

２一般廃棄物排出量

削減 
11,280 kg 

対基準年 0.1%削減 

11,269 kg 以下 

対基準 0.2%削減 

11,257 kg 以下 

対基準年 0.3%削減 

11,246 kg 以下 

３水道使用量削減 
792 ㎥ 

対基準年 0.1%削減 

791 ㎥ 

対基準 0.2%削減 

790 ㎥ 

対基準年 0.3%削減 

789 ㎥ 

４廃プラ再資源化の

推進 
65ｔ 前年以上の数量 前年以上の数量 前年以上の数量 

※電力の CO2 排出係数：0.443kg-CO2/kWh(東京電力エナジーパートナー株式会社) 

 



 

 ７ 

②群馬事業所 

環境目標 
基準年度 

（2021 年度） 

年度目標 

2022 年 5 月 

～2023 年 4 月 

2023 年 5 月 

～2024 年 4 月 

2024 年 5 月 

～2025 年 4 月 

１CO2 排出量削減 

①電力消費量削減 

59,998 kWh 

（26579.11 

kg-ＣＯ2） 

対基準年 0.1%削減 

59,938 kWh 

（26552.53） 

対基準年 0.2%削減 

59,878 kWh 

（26525.95） 

対基準年 0.3%削減 

59,818 kWh 

（26499.37） 

②ガソリン消費量

削減 

2,211.38 L 

（5130.40 

kg-ＣＯ2） 

対基準年 0.1%削減 

2,209.17 L 

（5125.27） 

対基準年 0.2%削減 

2,206.96 L 

（5120.15） 

対基準年 0.3%削減 

2,204.75 L 

（5115.02） 

③軽油消費量削減 

25,116.13 L 

（64799.62 

kg-ＣＯ2） 

対基準年 0.1%削 

25,091.01 L 

（64734.81） 

対基準年 0.2%削減 

25,065.9 L 

（64670.02） 

対基準年 0.3%削減 

25,040.78 L 

（64605.21） 

２一般廃棄物排出量

削減 
4,240 kg 

対基準年 0.1%削減

4,236 kg 

対基準年 0.2%削減 

4,232 kg 

対基準年 0.3%削減 

4,227 kg 

３水道使用量削減 28㎥ 30㎥以下 30㎥以下 30㎥以下 

※電力の CO2 排出係数：0.443kg-CO2/kWh(東京電力エナジーパートナー株式会社) 

 



 

 ８ 

・2022年度実績・評価   

①本社・板橋事業所    ○：目標達成 ×：目標未達 

環境目標 基準(2021 年度) 

2022 年 5 月～2023 年 4 月 

目標(対基準年度) 実績 評価 

１ 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減 

    

①電力消費量削減 81,274 kWh 

（36004.38 kg-ＣＯ2） 

対基準年 0.1%削減 

81,193 kWh 

（35968.50） 

 

73,250 kWh 

（32449.75） 

○ 

②ガソリン消費量

削減 

3,508 L 

（8138.56 kg-ＣＯ2） 

対基準年 0.1%削減 

3,504 L 

（8129.28） 

 

3,825 L 

（8874.00） 

× 

③軽油消費量削減 
21,465 L 

（55379.70 kg-ＣＯ2） 

対基準年 0.1%削減 

21,444 L 

（55325.52） 

 

21,378 L 

（55155.24） 

〇 

④LPG 使用量 
2,094 k g 

(6282.00 kg-ＣＯ2) 

対基準年 0.1%削減 

2,092 kg 

（6276.00） 

 

1,509 kg 

（4527.00） 

○ 

排出量合計 105804.64 kg-ＣＯ2 105699.30 kg-ＣＯ2 101005.99 kg-ＣＯ2 ○ 

２一般廃棄物排出量削減 11,280 kg 
対基準年 0.1%削減 

11,269 kg以下 
12,040 kg × 

３水道使用量削減 792㎥ 
対基準年 0.1%削減 

791㎥ 
790㎥ 〇 

４廃プラ再資源化の推進 65ｔ 前年以上の数量 79ｔ 〇 

 

②群馬事業所      ○：目標達成 ×：目標未達 

環境目標 基準(2021 年度) 

2022 年 5 月～2023 年 4 月 

目標(対基準年度) 実績 評価 

１ 
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減 

    

①電力消費量削減 59,998 kWh 

（26579.11 kg-ＣＯ2） 

対基準年 0.1%削減 

59,938 kWh 

（26552.53） 

 

57,480 kWh 

(25463.64) 

○ 

②ガソリン消費量削

減 

2,211.38 L  

（5130.40 kg-ＣＯ2） 

対基準年 0.1%削減 

2,209.17 L 

（5125.27） 

 

2,088.18 L 

(4844.58) 

○ 

③軽油消費量削減 
25,116.13 L 

（64799.62 kg-ＣＯ2） 

対基準年 0.1%削 

25,091.01 L 

（64734.81） 

 

24401.79 L 

(62956.62) 

○ 

排出量合計 96509.13 kg-ＣＯ2 96412.61 kg-ＣＯ2 93264.84 kg-ＣＯ2 ○ 

２一般廃棄物排出量削減 4,240 kg 
対基準年 0.1%削減

4,236 kg 
4,160 kg 〇 

３水道使用量削減 28㎥ 30㎥以下 34㎥ × 

 



 

 ９ 

 

③会社合計       ○：目標達成 ×：目標未達 

環境目標 基準(2021 年度) 

2022 年 5 月～2023 年 4 月 

目標(対基準年度) 実績 評価 

１ 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減 

    

①電力消費量削減 141,272 kWh 

(62583.49 kg-ＣＯ2) 

対基準年 0.1%削減 

141,131 kWh 

(62521.03) 

 

130,730kWh 

(57913.39) 

○ 

②ガソリン消費量削

減 

5719.38 L  

(13268.96 kg-ＣＯ2) 

対基準年 0.1%削減 

 5713.17 L 

(13254.55) 

 

5913.18 L 

(13718.58) 

× 

③軽油消費量削減 
46581.13 L  

(120179.32 kg-ＣＯ2) 

対基準年 0.1%削減 

46535.01 L 

(120060.33) 

 

45779.79 L 

(118111.86) 

○ 

④LPG 使用量 
2,094 k g 

(6282.00 kg-ＣＯ2) 

対基準年 0.1%削減 

2,092 kg 

（6276.00) 

 

1,509 kg 

(4527.00) 

○ 

 排出量合計 202313.77 kg-ＣＯ2 202111.91 kg-ＣＯ2 194270.83 kg-ＣＯ2 ○ 

２一般廃棄物排出量削減 15,520 kg 15,505 kg以下 16,200 kg × 

３水道使用量削減 820㎥ 821㎥以下 824㎥ × 

４廃プラ再資源化の推進 65ｔ 前年以上の数量 79ｔ 〇 



 

 １０ 

・2022年度見直し 

① 本社・板橋事業所 

デジタル化の進展にコロナ過の影響が加わって紙の消費は減少した。ま

た戦争や世界的なインフレなどによるエネルギー価格の高騰があった。当

社においても前期末には数件の取引先が廃業し取扱量を減らした。梱包作

業量に比例して電力消費は減っているが、定期回収ルートを維持するため

単純な削減は難しい。量の維持のため新規開拓も続けつつ、回収方法の工

夫をしていくことが必要である。またこの間人員の異動があったので実施

体制の見直しを行う、 

 

② 群馬事業所 

今年度は水道使用量以外では全て年間の目標は達成できた。水道使用量

においても冬場に水道管の破裂があったが、すぐに対処したことにより大

きな問題にはならなかった。全体を通してよく取組ができた 1 年である

と評価したい。 

今後も経営計画として扱い量を減らさずに、いかに環境目標を達成してい

くかが引き続き大きな課題となってくる。その課題を達成するために個々

で取組への意識をさらに高めていきたい。 

 

全社 

新 3 ヵ年計画の 1 年目の活動となる。計画上の各指標は一部を除きク

リアしており、CO2 排出量は減少した。扱い量の維持と環境経営の両立

を目指す。本社・板橋は実施体制を見直す。 

 

 



 

 １１ 

３．主要な環境活動計画の内容と取組結果の評価 

①本社・板橋事業所       ○：良好 △：不十分 ×：未実施 

環境目標 取組項目 

評価（2022 年 5 月

～2023 年 4 月） 

 

次年度の取組内容 

１ 
C

O
2

排
出
量
削
減 

    

①電力

消費量

削減 

不要時の消灯 ○ 新目標数値で実施 

運転中止時の電源オフ ○ 新目標数値で実施 

エアコンの温度管理 ○ 新目標数値で実施 

②燃料

使用量

削減 

車両の点検整備の徹底 ○ 新目標数値で実施 

車両の走行距離の低減 ○ 新目標数値で実施 

エコドライブの徹底 ○ 新目標数値で実施 

２一般廃棄

物排出量削

減 

廃棄物分別の徹底 ○ 扱い品目に注意 

リサイクル用途の開拓 ○ 
販売先との密な連絡 

３水道使用

量削減 

散水時の節水 ○ 新目標数値で実施 

手洗い時の節水 ○ 新目標数値で実施 

４廃プラ再

資源化の推

進 

無駄なく商品化する ○ 

販売先との密な連絡 

 

②群馬事業所          ○：良好 △：不十分 ×：未実施 

環境目標 取組項目 

評価（2022 年 5 月

～2023 年 4 月） 

 

次年度の取組内容 

１ 
C

O
2

排
出
量
削
減 

    

①電力

消費量

削減 

不要時の消灯 ○ 新目標数値で実施 

運転中止時の電源オフ ○ 新目標数値で実施 

消灯、温度管理（休憩室） ○ 新目標数値で実施 

エアコンの温度管理 ○ 新目標数値で実施 

事務所の待機電力低減 ○ 新目標数値で実施 

②燃料

使用量

削減 

車両の点検整備の徹底 ○ 新目標数値で実施 

車両の走行距離の低減 ○ 新目標数値で実施 

エコドライブの徹底 ○ 新目標数値で実施 

車両の燃費把握・報告 ○ 新目標数値で実施 

２一般廃棄

物排出量削

減 

廃棄物分別の徹底 作業場 ○ 
新目標数値で実施 

   〃     事務所 ○ 新目標数値で実施 

３水道使用

量削減 
洗車、洗濯時の節水 ○ 

新目標数値で実施 

 

 

 

 

 



 

 １２ 

４．環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

 環境関連法規への違反・訴訟はありません。なお、関係当局よりの違反等の 

指摘は過去 3年間ありません。 

 法規等 適用事項 遵守評価 

1 廃棄物処理法 産業廃棄物、一般廃棄物の適正管理 遵守 

2 消防法 指定可燃物の適性保管 遵守 

3 フロン排出抑制法 業務用空調機の簡易点検 遵守 

4 東京都環境確保条例 工場認可 遵守 

 

５．代表者による全体評価と見直しの結果 

 

 

 

見直し関

連情報 

項目 確認とコメント   

1 環境目標の達成状

況 
■ 

両事業所とも一部を除き主要な項目で目標

を達成した。 

2 環境活動計画の実

施及び運用結果 
■ 

外部環境に対応しながら取り組みを継続し

た。 

3 環境関連法規の遵

守状況 
■ 

遵守できている。 

4 外部からの環境に

関する苦情要望 
■ 

苦情はなかった。 

5 その他 ■ 特になし。 

 

 

 

 

代表者に

よる全体

評価・見

直し指示 

全体評価・コメント 計画に沿って取組は行われている。必要事項を以

下に指示する。 

見直し項目 変更の

必要性 

「有」の場合の指示事項等 

1 環境方針 無 継続のこと。 

2 環境目標 無 継続のこと。 

3 環境活動計画 無 継続のこと。 

4 実施体制 有 本社・板橋は実施体制を見直す。 

 

―総評― 

新 3ヵ年計画の 1年目の活動となる。計画上の各目標は一部を除き達

成しており、CO2の排出量は減少した。扱い量の維持と環境経営の両立

を目指す。 

本社・板橋は人員の異動に対応した実施体制の見直しを行う。 

 

2023年 6月 15日 

皆川商事株式会社 

代表取締役 皆川三彦 


